地域密着型サービス運営推進会議記録（第４回）

	施設名
	　小規模多機能ホーム健祥会セビリア

	施設種類
	　小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	令和6年11月27日

	会場
	　グループホーム笑顔毎日

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	4人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告（R6.10～R6.11）
・委員会、研修会、行事について
・自己評価、外部評価について
・意見交換

	
	

	議題
	令和6年10月～11月にかけての現況報告（新規登録、登録解除状況、委員会・研修会、行事）について報告を行う。11月27日現在、登録者数28名での運営状況となっています。
10月、11月は気候も良く、外出行事が多く実施できました。11月13日には、笑顔毎日・セビリア合同で「スマイルカフェ」を実施し、町内のグループホーム2事業所、町内のチームオレンジの方々にボランティアとして参加いただき、盛大に開催できました。次年度以降も続けていきたいと考えています。
令和6年度の事業所自己評価をスタッフと取りまとめを行っている。次回、運営推進会議にて自己評価の結果報告および運営推進委員の皆様に外部評価を実施していただく予定となっている。
（委員より）資料にもありますが、新規の利用者様の年齢が以前と比べて高くなっている気がするが、平均年齢も高くなっていますか？
（事業所より）はい。平均年齢が86.4歳となっています。

（お世話センターより）利用者様の平均年齢が高くなっている要因として、介護予防事業が充実していきている、認知症予防施策も進んでいることが考えられます。阿南市には認知症ケアパスという冊子も出ているので、近所でお困りの方がいましたら、お世話センターや事業所まで相談ください。
（委員より）10月の那東こども秋祭りに事業所からも参加してもらい、ありがとうございました。多世代交流もテーマに実施しているので、非常に良かったと感じています。今後も那東地区では、もちつき（1/19）や自主防災会による防災訓練（2/9）を実施予定なので、事業所の方もご参加ください。
























	
	



